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1. はじめに

オールフォトニクスネットワーク（APN）への取り組み
は、新たな価値を創造する段階に入っています。機能を
分離（ディスアグリゲーション）するとともに、それらの仕
様やインタフェースをオープン化することで、イノベーショ
ンの加速、特定のベンダーにシステム構成を依存するベン
ダーロックインの回避、サービスの要件に合わせた最適な
ネットワーク構築といったことが実現できるようになりま
す。更には、サービス提供の迅速化、高信頼性の実現、距

離を感じさせない超リアルコミュニケーションといった新
たな価値を生み出します。

一方、これまでの垂直統合型の一体型装置から移行す
るには、課題があります。ディスアグリゲーションされ、マ
ルチベンダーで提供されたコンポーネントを管理し、オー
プンインタフェースでの接続を保証し、ソリューションとし
て組み上げる、といったエコシステムとインテグレーション
の役割が不可欠です（図1）。NECは、オープンエコシステ
ムの構築をリードし、インテグレーションサービスで新た
な価値を提供します。

本稿では、オープンエコシステムの構築、インテグレー
ション及びフィールドトライアルをはじめとした導入事例を
紹介します。

2. オープンエコシステム

ディスアグリゲーション及びオープン化の利点は、自由に
コンポーネントを組み合わせて新しい価値を生み出すとこ
ろにあります。1つの会社だけですべてのプロダクト、サー
ビスを提供するのではなく、各企業がイノベーションの成果
を持ち寄り、良いところを組み合わせるといったエコシステ
ムを構築することが重要です。そのためにNECは、光ネッ
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図1　ディスアグリゲーションとインテグレーション
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図2　システムインテグレーション

図4　データセンター間接続図3　検証ラボ

トワークのオープンエコシステムの構築をリードし、各コン
ポーネントを組み合わせて最適なシステムインテグレーショ
ンを実現するインテグレータとしての役割を果たします。

3. インテグレーション

これまでの光ネットワークシステムは、垂直統合型の一
体型装置での提供となっていました。1社によって提供さ
れるため、導入は容易であるものの、導入後の運用や保
守、機能追加や調達のリードタイム、最新技術の対応はそ
のベンダーに依存していました。一方でオープン化した世
界では、各コンポーネントを組み合わせて最適なシステム
を構築することができます。しかしながら、これまで垂直
統合型のベンダーが担ってきた、インテグレーションが新
たに必要となります。NECは、長年通信事業者向けの製
品や高信頼のネットワーク構築を行ってきた知見と経験
をもとに、オープン化されたコンポーネントを組み合わせ
てキャリアグレードの光ネットワークを構築するインテグ
レーションを提供します（図2）。

4. 導入事例（フィールドトライアル）

NECは、光ネットワークのオープン化及びAPNの価

値を検証し、市場を広げていくため、検証ラボの整備や
フィールドトライアルを積極的に進めています。

また、TIP（Telecom Infra Project）1）は、通信イン
フラに「オープン化」「ディスアグリゲーション」を適用して、
革新をもたらすことを目標としているため、TIPと連携し
て、TIP Phoenixに準拠した400Gオープントランスポ
ンダ（SpectralWave WX-T）の市場展開を行っていま
す。

4.1 検証ラボ
ロンドンにあるTIPのCommunity Labに検証環境

を構築し、世界中の通信事業者が検証を行える環境を整
備しています（図3）。オープントランスポンダの動作確認
に加えて、他ベンダーのOpen Line System（OLS）や
コントローラとの接続検証など、マルチベンダー環境での
検証などをお客様にて行うことができます。

4.2 データセンター間接続
データセンターの分散化、大規模化に伴い、ますます

データセンター間をWDMネットワークで接続するユース
ケースの需要が高まっています（図4）。APN導入の一例
として、南アフリカの事例を紹介します2）。

アフリカの大手のデータセンタープロバイダである
Teracoは、データセンター間にTIP Phoenixに準拠
したSpectralWave WX-Tのソリューションを導入し、
大容量かつ低遅延のデータセンター間接続を実現しまし
た。Teracoからは、「データセンター間を大容量・低遅
延で接続する方法に悩んでいたところ、すぐに導入できる
Phoenix仕様のNEC製品を選択した。スピード感を求
めていた」とNECを選んだ経緯や、「NECのチームがイ
ンテグレーション及びトレーニングをしてくれたため早期
に導入することができた」とNECのインテグレーション
が高く評価されています。
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4.3 既存WDMとのインテグレーション
光伝送装置の機能のうち、トランスポンダ部分は技術革

新が速いため、データセンター事業者などを中心に、最新
のトランスポンダ機能を使いたいというニーズが非常に高
くなっています。そのため、既存の光ネットワークを生か
しながら、トランスポンダ部分を新しくするソリューション
が求められています。NECはこのニーズに対応するため、
既存のWDMシステムと最新のトランスポンダをインテグ
レーションするソリューションを開発しています（図5）。既
に導入されている他社の既存のWDMシステムと、オープ
ン仕様に準拠したトランスポンダSpectralWave WX-T
との相互接続を検証、保証し、既存の光ネットワークを容
易にアップデートするソリューションを開発し、南米、アフ
リカ、アジアを中心に導入実績を積み上げています。

4.4 リアルタイム・リモートコンサート
光ネットワークの大きな利点は、大容量・低遅延です。

大容量・低遅延を生かしたユースケースとして、東京、大阪、
神奈川の会場とNEC我孫子事業場（千葉県我孫子市）を
IOWNのAPNで接続し、多地点での協奏の実現性を検証
するリアルタイム・リモートコンサートが、株式会社NTT 
ArtTechnology及び株式会社東急文化村主催で開催さ
れました3）。

NEC は、IOWN のAPN の 構 成 機 器 と し て、
SpectralWave WX-T及びWX-Dを提供して大容量、
低遅延のAPNの実現を支えました。まるで隣にいるかの
ような臨場感あふれるリモートコンサートの実現に貢献
し、次世代のネットワークの新しい可能性を実証しました。

5. むすび

本 稿 では、APNを実現するSpectralWave WXシ
リーズの市場展開の取り組みを紹介しました。市場での
オープン化及びAPNへの関心は高まっています。NECは、

これまで培ってきた大規模キャリアネットワークにおける
さまざまな光伝送装置の納入実績とノウハウを生かし、
オープン光トランスポート事業を拡大し、イノベーションを
起こし、社会課題の解決へ貢献します。

*	IOWNは、日本電信電話株式会社の商標または登録商標です。
*	その他記述された社名、製品名などは、該当する各社の商標ま

たは登録商標です。

図5　既存WDMシステムとのインテグレーション
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